
　大阪市消防局では、大阪市消防局受託研修実施要
領に基づき、他消防本部から希望する職員を受け入
れ、各課所において受託研修を実施しています。
　ここでは、企画課（広報）で２週間の研修を受け
られた、 宣貴氏（泉州南広域消防本部消防司令）
による研修レポートをご紹介します。
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研修の概要
日程：11月4日（火）～11月14日（金）
内容
●広報業務：消防広報の種類、プレスリリース要領、
災害報道広報要領、オープン市役所、企画取材対応、
大阪市のホームページ
運用体制、大阪市消防局におけるSNS活用及び
各課での取組（アプリなど）
●広聴業務：広聴事務（市民の声・団体協議・
苦情対応など）、大阪市消防局おける広聴広報体制
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今回のテーマは 「 ショアリング 」
（警防部警防課）

・火消、に的目をとこる図を」底徹の理管全安と成醸の化文全安「、はでーナーコのこ　
救助・救急など過去の負傷事例を振り返り、事例からの学びについて紹介していきま
す。ここで紹介する内容が、皆さんの日々の活動に役立ち、プロフェッショナルとし
ての安全意識をさらに高める一助となることを願っています。
　今回は、火災現場における焼損した木造建物へのショアリングについて紹介します。

　ショアリングとは、災害で損傷し倒壊の危険がある建物に救助活動で進入する際の、さらなる倒壊
による二次災害を防ぐため、外壁・天井・窓やドアなどの開口部に支柱器具を設置し、建物を安定化
させる技術である。最大の目的は要救助者に加え、救助活動にあたる消防職員の安全確保である。
　BRは日常的にショアリング技術向上のために訓練を重ねており、令和７年度には２件の災害現場で
調査活動前に特命出場し、ショアリングを実施した事例がある。
　なお、崩落防止措置を必要とする場合の出場隊はBR・本部特別高度救助隊（ASR）・遠距離大量
送水システム搬送車（DB）が指令され、事案終了後（翌日の調査活動時など）は前述の３隊に加え
て、司令階級の隊長が乗車する消火隊（ST）が指揮者として指令される。

　大阪市内には木造住宅が多く、火災が発生すれば常に倒壊危険と隣り合わせである。火災現場
における鎮圧後の活動や調査活動では、木材が焼け細り、いつ倒壊するかもわからない不安を抱
えながらこれまで活動してきた。

　大規模災害救助隊（BR）では、南海トラフ巨大地震や首都直下型地震など、甚大な被害が予想さ
れる大規模災害の発生が懸念される状況を受け、平成25年２月に、実際の大規模災害時に効率的か
つ組織的な救助活動の推進を目的として、倒壊・座屈※した建物の安全確保および救助活動のため
のショアリングマニュアルを盛り込んだ大規模災害等救助活動要領を策定した。その後、火災現場
での複数の倒壊事案を踏まえ、焼損した木造建物におけるショアリングの効果的な実施の可否につ
いて検証を重ね、火災現場における鎮火作業や調査活動等の安全性向上を目的にショアリングの導
入に至った。ショアリングの導入により、鎮圧後も危険な状態で残る天井や柱の倒壊リスクが軽減さ
れ、以後の活動および調査活動もより安全に実施可能となった。

　近年、災害がますます特殊化・複雑化する中で、安全確保には従来以上の高度な知識と技術が必
要となっている。全ての状況で完全な安全確保ができるわけではないものの、ショアリングの導入に
よって、倒壊の危険がある環境下でも安全な活動が可能となり、消防職員の使命である安全・確実か
つ迅速な要救助者救出に大きく貢献している。BRではショアリング技術の向上に絶えず取り組み、よ
り安全性の高い現場活動を実現できるよう訓練を重ねていく。
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ショアリング

パイプサポート

※ 座屈 ：圧力が加わったときに、限度を超えた段階で急激に変形してしまう現象

事例
紹介

救助用支柱器具
(レスキューサポートシステム（RSS））

本部特別高度救助隊、各特別救助隊（DRを除く）
及び各DBが保有

本部特別高度救助隊及び港DB・東成DBが
保有

支柱器具

　全国的に住宅火災件数と住宅火災による死者数は、住宅用火災警報器（以下「住警器」という。）の設置義務

化がスタートした平成18年以降、減少傾向にありますが、さらなる火災による死者数の低減を目指して取り組ん

でいかなければなりません！そ♩こ♪で♫、私たち「住宅用火災警報器設置・維持管理促進PRソング制作委員会

（通称：住促P委）」では、本市にふさわしい住警器PRソングを作成するため、全国の消防本部で制作されてい

る住警器PRソングを調べたところ、あるわあるわ、ということで……。

　YO！YO！付けよーYO!

 今月は、倉敷市消防局の「住警器ラップ」をご紹介します。住宅用

火災報知器設置プロモーションのために、倉敷市防火協会の協賛

を受けて制作なさったんですって。

　いざというとき火災の発生をいち早く知らせてくれる火災警報器

は、まさに家庭の守り人であるというメッセージを、リリックに伝えて

くれるオリジナルのラップ。「消防職員たちの防火に対する熱い魂

（ラップ＆ダンス）にご注目ください。」とのことです♫

Let’s Go

設置してください今すぐに

尊い命を失う前に

住宅用火災警報器

みんなの家庭の守り人

住宅用火災警報器

これ以上増やさない家庭の火事を

住宅用火災警報器

みんなの家庭の守り人

住宅用火災警報器

これ以上増やさない悲しみを

　ラップ調で訴えかける住警
し悲「や」命い尊「。置設の器

み」という言葉がダイレクトに伝
わってきますよね。 (̂ ♪̂
　プロによる動画なので、め
ちゃカッコ良く仕上がっていて
参考になります YO,YO♬

住促P委
委員長

住警器ラップ

https://www.youtube.com/watch?v=I9_tpvIVSt0https://www.youtube.com/watch?v=I9_tpvIVSt0

倉敷市消防局
公式 YouTube

動画　Director：片岡正太／ Account Planner：湯浅まりこ

☆倉敷市消防局
〒710-0833　岡山県倉敷市西中新田640番地
防災危機管理センター2階
倉敷市消防局ウェブサイト
 https://www.city.kurashiki.okayama.jp/fire119/
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（収容医療機関用）
氏　名（Name）

住　所（Address） 電　話（Phone）

トリアージ実施者名

年齢（Age） 性別（Sex）
男（M）
女（F）

№
大阪市消防局

A13-1

トリアージ実施月日・時刻

トリアージ実施場所

トリアージ実施機関

症状・傷病名

特記事項
歩：
A：
B：
C：
D：

ＪＣＳ：　　
呼吸数：　　回　　
脈拍数：　　回
血圧　：　　／
SpO２：　　％
検温　：　　℃

救出隊：　　

救出場所：

搬送機関名 収容医療機関名

トリアージ区分

AM① ①

①

①

PM
月　　　日　　　　時　　　分

0　Ⅰ　Ⅱ　Ⅲ

医 師
救急救命士
そ の 他

①本部A

①トリアージポスト

（収容医療機関用）
氏　名（Name）

住　所（Address） 電　話（Phone）

トリアージ実施者名

年齢（Age） 性別（Sex）
男（M）
女（F）

№
大阪市消防局

A13-1 20

トリアージ実施月日・時刻

トリアージ実施場所

トリアージ実施機関

症状・傷病名

特記事項
歩
Ａ：〇
Ｂ：〇

Ｄ：

ＪＣＳ：　　
呼吸数：　　回　　
脈拍数：　　回
血圧　：　　／
SpO２：　　％
検温　：　　℃

救出隊：北BR　　

救出場所：建物２階

搬送機関名 収容医療機関名

トリアージ区分

AM① 10 1 9：00 ①消防　太郎

PM
月　　　日　　　　時　　　分

0　Ⅰ　Ⅱ　Ⅲ

医 師
救急救命士
そ の 他
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救急中隊長等が医療機関情報を一元化できるため、 効率的な医療機関選定・

早期搬送が可能となる。

【例】火災が発生し６名が負傷
区分Ⅰ（赤）：３名　区分Ⅱ（黄）：２名　区分Ⅲ（緑）：１名
火災第１出場＋火災応急救護ユニット

救急中隊長等は、現場傷病者情報
及びエリア災害登録「受入要請」
の情報により、各救急隊に搬送連
絡実施医療機関を指示する。

※１　救急の内訳は、任務別の中隊長が
乗り込む隊１隊、本部救急隊１隊、３T’s
５隊（トリアージ２隊、トリートメント２
隊、トランスポート１隊）及び搬送隊（ア）
５隊、（イ）10隊、（ウ）20隊。
※２　原則DBと同一署所のST、STRを
優先とする。

A救急隊

B救急隊

集団災害レベルによる火災応急救護ユニット

（ア）集団災害第１レベル

火災応急救護ユニット１

エリア災害登録による現場のイメージ

隊 名
車種
出場台数

救 急
A

12　※1

支 援
DB
1

ST.STR
2　※2

（ウ）集団災害第３レベル

火災応急救護ユニット３
隊 名
車種
出場台数

救 急
A

27　※1

支 援
DB
1

ST.STR
2　※2

（イ）集団災害第2レベル

火災応急救護ユニット2
隊 名
車種
出場台数

救 急
A

17　※1

支 援
DB
1

ST.STR
2　※2

「A救急隊は〇〇救命センター
に搬送連絡実施」
「B救急隊は△△総合病院に搬
送連絡実施」



亀ちゃん
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今回は前月号に引き続き、さらに詳しくIHこんろの話をするよ。

見逃した人は、2月号をぜひみてね！

学校の授業で「電子」という言葉

を聞いたことがあるかな？

じゃあまず、電子について説明するよ！

聞いたことはあるのですが、覚えてないです…。

火災発生時、 出火室は長時間無人であり、 部屋で猫を飼っていた。火災事例火災事例

留守中のペットがこんろの電源を点けてしまい、 火災になる事例もあったが、 立証は難しい…。

印加 ： 電源コードがコンセントに接

　　　　 続され電圧がかかった状態の

         こと

物質には、もともと「電子」(e-)というマイナス電気

の粒子が含まれているんだ。

私たち人間にも実は電子が含まれているよ。

電子は物を移動する性質があって、違う物同士を

擦り合わせると片方に移動するんだ。

電子が多い方がマイナスの電気を帯びて

電子が少ない方がプラスの電気を帯びるよ。

このように電子の移動で電気を帯びている状態

のことを「イオン」と言うよ。プラスの電気を帯びた

ものを「陽イオン」、マイナスの電気を帯びたものを

「陰イオン」という。

昔、下敷きを頭に擦って髪の毛を逆立てて遊んだりしなかったかな？

あれは、下敷きと頭を擦って電子が髪の毛から下敷きへ移動し、電子

を失った髪の毛がプラスに、電子を受け取った下敷きがマイナスにな

ることで、プラスとマイナスが引き合って髪の毛が逆立つんだ！

電子の移動でプラスやマイナスになることをイオン化というよ！

髪の毛や下敷きだけでなく、ある条件で金属もイオン化するんだ！

この事例は、こんろの加熱スイッチ及び揚物ス

イッチの接点にイオンマイグレーションの形跡

があり、折出した銀により接点に「入り回路」が

形成されたため、意図せずスイッチが入り、出火

した可能性が高いという結果になったよ！

磁石のN極・S極のように

プラスとマイナスは引き合う

－（マイナス）

＋（プラス）

イオンマイグレーションとは

直流電圧が印加された金属電極に

水分が付着すると陽極の金属がイオ

ン化して陰極側に移動し、金属デン

ドライトを形成し、そこに電流が流れ

て発熱する。この現象をイオンマイグ

レーションという。

擦り合わせる

布石石

電子いっぱい貰ったよ！

電子いっぱいあげたよ！

e-

e-

e- e-

e-

e-

e-

e- e-
e-

e-

e- e- e-
e-

e-

e-

次号は、近年全国的にも火災が増えている「モバイルバッテリー」について説明するよ！

金属がイオン化する（電気を帯びる）条件について説明

するよ。下図は、イオン化した金属がイオンマイグレーショ

ンになるメカニズムで、今回は、銀（Aｇ）のイオン化を例に

して説明するよ。

銀（陽極）が湿度が高い環境で印加状態になると、電子を放出して銀イオン

（Ag+）になります。すると陰極側に向かって銀イオンが移動し、陰極側で電子と反

応し、再び銀に戻ります。それが繰り返されると陰極側から陽極側に銀が伸びて

いき、陽極側まで到達すると、陽極側と陰極側が繋がってショート（短絡）するよ。

・湿度が高い環境

・電気が印加された状態

金属がイオン化する条件

結 果

焼損したIHの固定接点

今回のようにスイッチが勝手に「入り」になったと疑われる場合は、スイッチ部分などのイオンマイグレーションを考慮

し、テスターで陽極と陰極の導通を確認！金属が生成されているかの確認にあっては、調査鑑識にご相談ください！

上部分

可動接点

固定接点

可動接点が固定接点の中央

部分と端部分に接触するこ

とで回路ができて、電気が流

れる。加熱ボタンが作動しIH

こんろが加熱状態となる。

湿度が高く印加された状態で長

期間使用したため、IHこんろのタ

クトスイッチ部分でイオンマイグ

レーションにより接点のショート

が発生、スイッチが勝手に入り出

火に至った可能性が高い。

今回焼損したIHの固定接点では、陽極

と陰極の間にイオンマイグレーションが起

こっていた。ここに回路が形成され、電気

が流れる状態となる。トラッキング火災の

炭化導電路の形成によく似ている。

OFFの時 ONの時

加熱ボタンを押さなくても、IHこんろ

が加熱状態となる。

e-

e-

Ag+

Ag+

Ag+

Ag

Ag

Ag

Ag

Ag
Ag+

銀が銀イオンと電子に

分かれ陰極側に移動する

陰極側で銀イオンと電子

が結びついて銀になる

繰り返し銀が生成され

陽極まで到達すると…

電気が通るようになる

 
   

 
    

 
    

 
    

（Ag） （Ag） （Ag） （Ag）

 

e-

e-

e-

Ag
AgAg

+

タクトスイッチの構造

上部分

IHこんろの加熱ボタンには「タクトスイッチ」が使用されていた。

可動接点 固定接点

今回起きた火災はスイッチ部分にイオンマイグレーションが起きた？？

フィルム剥離 分解

陰 極 陽 極



第1小隊

第2小隊

第3小隊

今月号は119期生入校当初の姿と、訓練呼集を実施した際の学生たちの
様子をお届けします。
以下は各小隊教官が掲げたスローガンの言葉と学生たちの写真です。
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訓練呼集！訓練呼集！火災出場！第1出場！
発生場所は、大東市平野屋1丁目４番１号！

大阪府立消防学校、燃焼棟より出火！集結場所は燃焼棟前とする！以上！

着装し集結場所へダッシュ！ 教官から着装状況のチェック！

出場トーンで駆け出す学生 現場外套着装中！

担当教官からの講評

第4小隊
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　和泉市消防本部では、火災現場での活動後にお
ける『火災後除染』に積極的に取り組んでいます。
消防士は、火災により発生する発がん性物質を体
内に吸収してしまう機会が多く、がん発症リスクが
高い職種とされています。近年では、こうした健康
被害の防止に加え、隊員や庁舎への二次汚染を防
ぐ観点からも、火災後除染の重要性が国内外で指
摘されています。
　こうした背景を踏まえ、本部では、火災後除染の
導入に向け、隊員の理解と知識の向上を目的とし
て、ガデリウス・インダストリー株式会社の協力
を得て、研修を実施し、火災後除染の重要性や、考
え方、具体的な手法について学びました。
　その後、令和７年６月にガイドラインを策定し、
火災現場の活動後に火災除染キット（ミラブルＭ
Ｒ１等）を使用した隊員の除染を実践しています。
　今後も、災害現場での活動中の安全確保はもと
より、活動後の隊員の健康管理にも目を向け、隊員
と家族の安全を守っていきます。

　令和7年10月7日（火）、高槻市島本町消防指令
センター完成式を挙行いたしました。
　消防指令センターの整備につきましては、高槻
市と島本町の両議会をはじめ、関係各位のご理解
とご協力を賜りながら、協議会を設置し、両市町
が共同で進めてまいりました。
　完成式は高槻市長、島本町長の挨拶に始まり、
両議会議長から祝辞をいただいた後、両消防長も
参加しテープカットを執り行いました。その後、セ
ンターの施設見学とデモンストレーションを実施
し、実際に指令画面の操作や通信の流れを見学し
ていただきました。
　近年ますます激甚化、頻発化しております自然
災害をはじめ、複雑多様化する災害に対し、この
消防指令センターを最大限活用するとともに、消
防指令事務の共同運用による効果を十分発揮し、
住民の皆さんの負託にお応えできるよう、消防職
員一丸となって、消防力の向上に取り組んでまいり
ます。

島本町消防本部和泉市消防本部
火災後除染について 高槻市島本町消防指令センター

完成式を挙行しました

～撲滅への道～
　１１９番通報を受けた際、安全かつ迅速に出場することで、いちはやく災

害現場へ駆けつける消防車両。

　消防車両は、安全に現場へ到着してこそ、最大限の活動が実施できます。

　このコーナーでは、各署で実施している交通事故防止への様々な取組や対

策を紹介していきます。

　今月は、鶴見消防署の取組について紹介します。

～撲滅への道～

鶴見消防署のメンバー

RW29（特殊災害対応自動車）

署外での走行訓練に活用する

訓練モードの「ANSIN」

企画課服務指導からのコメント無事故チャレンジ達成日数（令和8年1月末）
　鶴見消防署の取組は、幅員の狭い道路や歩行者等が多い場所など管内

の道路事情を確認し危険箇所を把握することで安全な運行に繋がってお

り、さらに、ANSINの訓練モードを使用した走行訓練は、任務や水利を意

識した走行経路を検討することができ、緊急出場時の安全な運行に繋が

るものと考えます。また、任務の特性上、大阪市内全域に出場する可能性

がある大型特殊車両の安全かつ迅速な走行に向けて、管内だけでなく市

内の主要道路や高さ制限のある箇所を把握し、事前準備しておくことは非

常に有効と言えます。今後もこうした取組を引き続き実施していただきたい

と考えています。

交通事故防止への取組

　鶴見消防署では交通事故防止に向けて様々な取組を進めています。機関員養成計画

対象者の実技訓練では、署庭に特設されたコースでのL字型やクランク型の走行訓練、

さらに「たこつぼ訓練」と呼ばれる狭い場所での方向転換訓練も実施しています。これに

より、消防車両を安全かつ確実に操作できる技術を身につけています。

　さらに署外の走行訓練では、実災害時の緊急走行を想定して、ANSINの訓練モード

を活用しています。このモードでは、出場トーンを鳴動させることができ、災害点、災害種

別、任務や指定消火栓などの設定が可能なため、緊張感をもって実際の災害出場に近

い状況で走行訓練ができ、実際の災害出場時の落ち着いた対応に繋がっています。

　また、鶴見区内には道幅が狭い道路が多く、迂回が必要となる場所もあります。そのた

め、走行訓練のルートにこれらの地域を取り入れることで、交通環境に関する理解を深

めています。また、全乗組員が地域の特性を共有し、走行中に状況に応じて声や合図で

注意を喚起する「コメンタリードライブ」や下車誘導を徹底することで、交通事故防止を

図っています。これらの継続的な訓練や意識の共有が、交通事故防止意識の向上に役

立っています。

　鶴見区は大阪市の最東部に位置し、主要な幹線道路と住宅街が混在するエリ

アです。区内には、京都方面と大阪市を結ぶ国道163号線と、奈良方面と大阪

市を結ぶ大阪・生駒線が走っており、それぞれ東西方向の主要な道路です。南北

方向には中央環状線が走っており、この中央環状線により、吹田方面や堺方面

への移動がしやすくなっているため、大型車両が多く通行しています。特に、朝夕

の通勤時間帯は交通量が増加し、道路が渋滞しやすい状況のため、災害発生時

などに緊急出場する場合は、渋滞を考慮した最適な経路を選択することが重要

です。　さらに、鶴見区内には広大な鶴見緑地や大型商業施設があり、週末やイ

ベント開催時には、人や車の出入りが増えるため、交通の混雑が起こりやすくなっ

ています。また、住宅街では、日常的に歩行者や自転車が多く、署外活動時や災

害出場時には細心の注意が求められます。

　区内東側の鶴見区と東大阪市の境界近くにある、JR徳庵駅周辺には道幅の

狭い道路が多く存在するため、普段から災害時の出場経路について話し合って

おくことが大切です。

　鶴見消防署には、RW29（特殊災害対応自動車）が配備されおり、特殊災害な

どの指令が出た際に、梯子隊の隊員2名が乗り換えて運用します。この車両は車

長が８，８９ｍ、車幅が２，４８ｍ、車高は３，５２ｍです。ＳＴ車両やＲ車両と比べて、

死角や内輪差、オーバーハングも大きいため、車両の特徴をしっかり理解して安

全運転することが重要です。特に、運転席から後輪の位置が全く見えないので、

右左折時には通常の車両よりも慎重な安全確認が必要です。

　RW29は大阪市内全域に出場する車両のため、機関員は、市内の道幅の狭

い場所や、高さ制限が設けられている高架、渋滞しやすい場所などをよく把握

し、災害出場時に最適な経路を選べるように日頃から準備しています。また、定

期的に走行訓練を実施しており、小隊長と機関員が息の合った連携を取れるよ

う心がけています。

　また、車両後退時は、他隊の協力を得て、誘導員を車両の四隅に配置し、警笛

や携帯無線機、拡声器を利用してお互いに注意を促しながら、接触事故などが

起こらないよう最大限の安全対策を行っています。

鶴見区の通行ポイント この車、動かす時、気を付けて

北 都島 福島 此花 中央 西 港 大正 天王寺 浪速

88 112 146 177 171 1,012 747 408 85 5
西淀川 淀川 東淀川 東成 生野 旭 城東 鶴見 阿倍野 住之江

292 9 38 281 167 7 118 76 49 220
住吉 東住吉 平野 西成 水上

468 101 11 22 743

No more ! 事故No more ! 事故

鶴見消防署の取組鶴見消防署の取組

週末など周辺で交通の混雑が

起こりやすい鶴見緑地

道幅の狭い道路が多い

JR徳庵駅周辺

署庭での「たこつぼ訓練」

（訓練コースは、 一辺の長さが実施車両の車

長の1.5倍の正方形）
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